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(57)【要約】
【課題】　従来のレイアウト編集装置では、編集中のド
キュメントとは別領域に表示された素材群情報やツール
ボックスウィンドウの位置情報は、アプリケーションソ
フトが終了すると同時に失われていた。これらの情報を
失わずにアプリケーションに関連付けられて保存される
ことはあったが、必要な素材群、ウィンドウの位置はド
キュメントごとに異なるため、常に同じ素材群、ウィン
ドウの位置だと、ドキュメントごとに再度選択し直しや
移動し直しが発生していた。
【解決手段】　指定した複数の素材データの保管領域を
示すパス情報をドキュメント内の指定箇所に書き込む手
段、ドキュメントをファイルに保存する手段、ドキュメ
ントファイルを開き、指定箇所に書かれている素材デー
タのパス情報を読み取る手段、素材データのパス情報に
従って素材データを開きその縮小画像を読み取る手段、
読み取った縮小画像を素材データ表示用のウィンドウに
表示する手段とを有する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドキュメントの編集を行う編集領域を画面に表示する編集領域表示手段と、
　編集に使用される素材を一時的に縮小画像で一覧表示する編集領域とは異なる一時保管
領域を表示する一時保管領域表示手段と、
　一時保管領域に表示された素材の中から選択された素材をドキュメントに追加するレイ
アウト編集手段と、
　編集中のドキュメントをファイル保存する際に、一時保管領域に表示中の素材のパスを
該ドキュメントに関連付けてファイル保存し、一時保管領域の素材のパスが関連付けられ
て保存されたドキュメントファイルが新たに開かれた際に、該ドキュメントファイルに対
して一時保管領域の素材が関連付けされているか否かを判断し、一時保管領域の素材が関
連付けされていることに応じて、ドキュメントを編集領域に表示するとともに関連付けら
れている素材を一時保管領域に縮小画像で一覧表示する制御手段を有することを特徴とす
る編集装置。
【請求項２】
　請求項１において、ドキュメントを新規作成する場合および関連づけられた素材が存在
しないドキュメントを開く場合に、すでに表示中の一時保管領域に表示されている素材を
一時保管領域から消さずに表示を維持することを特徴とすることを特徴とする編集装置。
【請求項３】
　請求項１において、それ自身はレイアウトを編集することが不能な素材の縮小画像と編
集領域に表示してそれ自身のレイアウト編集が可能なドキュメントの縮小画像を、前記一
時保管領域は表示可能であり、前記一時保管領域に表示中の前記別のドキュメントを開く
ときに、該別のドキュメントに関連付けて保存された素材が有る場合には、一時保管領域
に表示する素材を前記別のドキュメントに関連付けて保存された素材に差し替え、一時保
管領域にすでに表示されているドキュメントは一時保管領域から消さずに表示を維持する
ことを特徴とする編集装置。
【請求項４】
　請求項３において、一時保管領域に表示されている素材の縮小画像と前記別のドキュメ
ントの縮小画像とを識別するマークを一方または両方の縮小画像上に表示することを特徴
とする編集装置。
【請求項５】
　請求項１において、前記一時保管領域はカテゴリごとに分けてそれぞれ異なる一覧表示
領域に表示することを特徴とする編集装置。
【請求項６】
　ドキュメントの編集を行う編集領域を画面に表示する編集領域表示と、
　ドキュメントの編集に使用される素材の表示またはユーザーによる指示を入力するため
のサブウィンドウであり、ユーザーの操作に応じて画面内でのサブウィンドウが表示され
る位置を移動させるサブウィンドウ表示手段と、
　ドキュメント保存時に該サブウィンドウの画面内での表示されている位置をドキュメン
トに関連付けて保存し、サブウィンドウの画面内での表示されている位置が関連付けされ
ているドキュメントが開かれたことに応じて、前記サブウィンドウを保存されている画面
内の位置に表示する制御手段を有することを特徴とする編集装置。
【請求項７】
　ドキュメントの編集を行う編集領域を画面に表示する編集領域表示工程と、
　編集に使用される素材を一時的に縮小画像で一覧表示する編集領域とは異なる一時保管
領域を表示する一時保管領域表示工程と、
　一時保管領域に表示された素材の中から選択された素材をドキュメントに追加するレイ
アウト編集工程と、
　編集中のドキュメントをファイル保存する際に、一時保管領域に表示中の素材のパスを
該ドキュメントに関連付けてファイル保存し、一時保管領域の素材のパスが関連付けられ
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て保存されたドキュメントファイルが新たに開かれた際に、該ドキュメントファイルに対
して一時保管領域の素材が関連付けされているか否かを判断し、一時保管領域の素材が関
連付けされていることに応じて、ドキュメントを編集領域に表示するとともに関連付けら
れている素材を一時保管領域に縮小画像で一覧表示する制御工程を有することを特徴とす
る編集方法。
【請求項８】
　請求項７において、ドキュメントを新規作成する場合および関連づけられた素材が存在
しないドキュメントを開く場合に、すでに表示中の一時保管領域に表示されている素材を
一時保管領域から消さずに表示を維持することを特徴とすることを特徴とする編集方法。
【請求項９】
　請求項７において、それ自身はレイアウトを編集することが不能な素材の縮小画像と編
集領域に表示してそれ自身のレイアウト編集が可能なドキュメントの縮小画像を、前記一
時保管領域は表示可能であり、前記一時保管領域に表示中の前記別のドキュメントを開く
ときに、該別のドキュメントに関連付けて保存された素材が有る場合には、一時保管領域
に表示する素材を前記別のドキュメントに関連付けて保存された素材に差し替え、一時保
管領域にすでに表示されているドキュメントは一時保管領域から消さずに表示を維持する
ことを特徴とする編集方法。
【請求項１０】
　請求項９において、一時保管領域に表示されている素材の縮小画像と前記別のドキュメ
ントの縮小画像とを識別するマークを一方または両方の縮小画像上に表示することを特徴
とする編集方法。
【請求項１１】
　請求項７において、前記一時保管領域はカテゴリごとに分けてそれぞれ異なる一覧表示
領域に表示することを特徴とする編集方法。
【請求項１２】
　ドキュメントの編集を行う編集領域を画面に表示する編集領域表示工程と、
　ドキュメントの編集に使用される素材の表示またはユーザーによる指示を入力するため
のサブウィンドウであり、ユーザーの操作に応じて画面内でのサブウィンドウが表示され
る位置を移動させるサブウィンドウ表示工程と、
　ドキュメント保存時に該サブウィンドウの画面内での表示されている位置をドキュメン
トに関連付けて保存し、サブウィンドウの画面内での表示されている位置が関連付けされ
ているドキュメントが開かれたことに応じて、前記サブウィンドウを保存されている画面
内の位置に表示する制御工程を有することを特徴とする編集方法。
【請求項１３】
　請求項７～１２記載の編集方法をそれぞれコンピュータに実行させる編集プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドキュメントのページ内に画像や文字などを配置してページデザインを作成
し、その結果をファイルに保存をするレイアウト編集装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　レイアウト編集装置において、編集に必要な画像などの素材集を編集領域とは別の領域
あるいはウィンドウにカテゴリごとにまとめて縮小画像で表示し、そこから１つまたは複
数の素材を選択することで指定された素材がドキュメントの編集領域に追加で配置される
ということが従来行われていた。
【０００３】
　さらに前記素材集の中から現在のドキュメントの編集に使用する候補としていくつかを
絞り込んで選択したものを一時的な保管場所として別の領域あるいはウィンドウに格納、
表示し、そこから１つまたは複数の素材を選択することで指定された素材がドキュメント
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の編集領域に追加で配置されるということが従来行われていた。
【０００４】
　別の例として、ドキュメント編集に使用する編集機能を別のウィンドウにツールボック
スとしてまとめて表示し、そのウィンドウの位置を編集しやすい位置に移動して使用する
ことも行われていた。
【０００５】
　さらに、レイアウト編集装置としてのアプリケーションソフトを終了時にツールボック
スウィンドウ位置を記憶しておき、次に起動すると前回終了時のツールボックスウィンド
ウ位置を再現することができていた。
【特許文献１】特開平０５－２５０４５３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のレイアウト編集装置では、編集中のドキュメントとは別領域に表
示された素材群情報やツールボックスウィンドウの位置情報は、アプリケーションソフト
が終了すると同時に失われていた。これらの情報を失わずにアプリケーションに関連付け
られて保存されることはあったが、必要な素材群、ウィンドウの位置はドキュメントごと
に異なるため、常に同じ素材群、ウィンドウの位置だと、ドキュメントごとに再度選択し
直しや移動し直しが発生していた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明によれば、ドキュメントの編集を行う編集領域を画
面に表示する編集領域表示手段と、編集に使用される素材を一時的に縮小画像で一覧表示
する編集領域とは異なる一時保管領域を表示する一時保管領域表示手段と、一時保管領域
に表示された素材の中から選択された素材をドキュメントに追加するレイアウト編集手段
と、編集中のドキュメントをファイル保存する際に、一時保管領域に表示中の素材のパス
を該ドキュメントに関連付けてファイル保存し、一時保管領域の素材のパスが関連付けら
れて保存されたドキュメントファイルが新たに開かれた際に、該ドキュメントファイルに
対して一時保管領域の素材が関連付けされているか否かを判断し、一時保管領域の素材が
関連付けされていることに応じて、ドキュメントを編集領域に表示するとともに関連付け
られている素材を一時保管領域に縮小画像で一覧表示する制御手段を有する。
【０００８】
　また、本発明によれば、ドキュメントの編集を行う編集領域を画面に表示する編集領域
表示と、ドキュメントの編集に使用される素材の表示またはユーザーによる指示を入力す
るためのサブウィンドウであり、ユーザーの操作に応じて画面内でのサブウィンドウが表
示される位置を移動させるサブウィンドウ表示手段と、ドキュメント保存時に該サブウィ
ンドウの画面内での表示されている位置をドキュメントに関連付けて保存し、サブウィン
ドウの画面内での表示されている位置が関連付けされているドキュメントが開かれたこと
に応じて、前記サブウィンドウを保存されている画面内の位置に表示する制御手段を有す
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ドキュメントに関連付けて素材のパスが保存されるので、そのドキュ
メントを次に開いたときに素材の一覧表示が前回保存した時の状態に復元されるため、ド
キュメントごとに必要な素材の一覧表示が維持される効果がある。
【００１０】
　また、本発明によれば、ドキュメントに関連付けてサブウィンドウの画面内の位置が保
存されるので、そのドキュメントを次に開いたときにサブウィンドウの画面内の位置が前
回保存した時の状態に復元されるため、ドキュメントごとに必要な位置にサブウィンドウ
が表示され、ユーザーにとって前回の操作性が維持される効果がある。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　（実施例１）
　以下、本発明を実施するにあたり、レイアウト編集装置およびその処理方法について、
図を参照しながら説明する。
【００１２】
　図１は、本実施例を表すアプリケーションソフトの画面全体を示すものであり、１０１
は編集中のドキュメント表示領域、１０２は素材一覧の表示領域、１０３は一時保管用表
示領域、１０４は一時保管用表示領域への登録ボタンである。
【００１３】
　図１において、１０２の一覧表示された素材から一つの素材画像を選択した状態で１０
４の一時保管用表示領域への登録ボタンを押すと、１０２で選択されていた素材画像が１
０３の一時保管用表示領域に表示される。
【００１４】
　図２はこの素材画像が一時保管用表示領域に表示された状態を示したものである。
【００１５】
　図３は、ドキュメントのサンプルとしてテンプレート一覧がありそれを一時保管用表示
領域に登録した状態を示したもので、１０５はテンプレート一覧の表示領域、１０７は一
時保管領域に登録されたテンプレートに素材と区別するためのマークをつけた状態の表示
をあらわす。
【００１６】
　図３において、１０５のテンプレート一覧から一つのテンプレート画像を選択した状態
で１０４の一時保管用表示領域への登録ボタンを押すと、１０５で選択されていたテンプ
レートが一時保管用表示領域に表示される。
【００１７】
　ここで、一時保管用に登録されたテンプレートは素材画像と区別するため１０７に示す
マークを縮小画像の上に表示する。
【００１８】
　以下、メモリ上の編集中ドキュメントをファイルに保存する際の処理を示す。
【００１９】
　図４は、編集中のドキュメントと一時保管領域とその情報がメモリ上に配置されている
状態を示したものであり、２０１は編集中ドキュメントのメモリ上格納領域、２０２は一
時保管用素材のファイルパス情報の格納領域、２０３は一時保管用テンプレートのファイ
ルパス情報の格納領域、２０４は２０２のパスが指す素材画像ファイル、２０５は２０３
のパスが指すテンプレートファイル、２０６はドキュメントが保存されたファイルである
。
【００２０】
　２０２の素材のファイルパス情報は一時保管用に登録された２０４の素材画像ファイル
群を指しており、２０３のテンプレートのファイルパス情報は一時保管用に登録された２
０５のテンプレートファイル群を指している。
【００２１】
　２０１の編集中ドキュメントをファイルに保存する際、ドキュメントを構成するデータ
に加えて、２０２の素材のファイルパス情報をファイルに書き込む（２０６）。
【００２２】
　次に、図５－図８を用いて、具体的にドキュメントＡをファイルに保存した後、ドキュ
メントＢを作成し、ドキュメントＢを編集中にドキュメントＡファイルを開いたときの処
理を以下に示す。
【００２３】
　図５は、ドキュメントＡ編集時のメモリの状態を示すものである。図６は、ドキュメン
トＢ編集時のメモリの状態を示すものである。図７は、ドキュメントＡ編集時の画面状態



(6) JP 2008-146225 A 2008.6.26

10

20

30

40

50

を示すものである。図８は、ドキュメントＢ編集時の画面状態を示すものである。
【００２４】
　図５において、ドキュメントＡは一時保管用素材として、ｉｍａｇｅ１０２３とｉｍａ
ｇｅ１０２６が登録されている、この状態でファイル保存すると、図４の２０６のように
これら素材のファイルパス情報をドキュメントに関連付けて同時にファイル保存される。
【００２５】
　次に、ドキュメントＢを作成し図６の状態になっている、すなわち、一時保管用素材と
して、ｉｍａｇｅ２２６８とｉｍａｇｅ２２６９が登録されており、一時保管用テンプレ
ートとして、ｔｅｍｐｌａｔｅ１１８とｔｅｍｐｌａｔｅ１２１が登録されている。
【００２６】
　この状態で先ほどファイル保存したドキュメントＡを開いて読み込むと、図４における
２０６のドキュメントファイルの中にある素材ファイルパス情報を読み取り、メモリ上の
２０２一時保管用素材ファイルパス情報に書き込む。
【００２７】
　これらの処理により、図６のドキュメントＢの編集状態から、図５のドキュメントＡの
編集状態になる。
【００２８】
　すなわち、一時保管用のテンプレート群はそのままで、一時保管用の素材群がドキュメ
ントＢの状態からドキュメントＡに関連付けられた素材画像の表示に変わる。このとき、
画面上では、図８のドキュメントＢの編集状態から、図７のドキュメントＡの編集状態に
変わることになる。
【００２９】
　（実施例２）
　図９は、本発明の実施例２を示す構成図であり、４０１は編集中ドキュメントのメモリ
上の格納領域、４０２はサブウィンドウ位置情報のメモリ上の格納領域、４０３は外部メ
モリ上のドキュメントファイルを示す。図９の制御部において、４０４はドキュメント表
示手段、４０５はサブウィンドウ表示手段、４０６はサブウィンドウ移動手段、４０７は
サブウィンドウ位置情報書き込み手段、４０８はドキュメントファイル書き込み手段、４
０９はサブウィンドウ位置情報ファイル書き込み手段、４１０ドキュメントファイル読み
込み手段、４１１サブウィンドウ位置情報読み込み手段、４２０は文字入力手段、４２１
は文字属性設定手段、４２２は図形作成手段、４２３は色設定手段をあらわす。
【００３０】
　図１０は、ページ内に画像や文字を配置するレイアウト編集装置において、新規にドキ
ュメントを作成した際に、編集に使用する機能群を機能カテゴリごとにサブウィンドウと
して画面内のドキュメント編集領域とは別の領域に表示した状態を示す。
【００３１】
　図１０において、３０１はドキュメント編集用ウィンドウを示し、３０２は文字属性の
設定機能群を表示するサブウィンドウを示し、３０３は色設定の機能群を表すサブウィン
ドウを示し、３０４はその他の機能群を表すサブウィンドウを示す。
【００３２】
　図１０で示す新規ドキュメントの状態から、ページ上部に文字を入力し属性変更を行な
うのに操作しやすくするため、３０２の文字属性の設定サブウィンドウを文字の近くに移
動させたとする。
【００３３】
　図１１は、上記のように文字属性の設定サブウィンドウをページ上部に移動させた状態
の画面を示すものである。
【００３４】
　以下、図１０の編集状態から図１１の編集状態になるときの処理の流れを示す。
【００３５】
　図９の４０４ドキュメント表示手段により３０１ウィンドウが表示され、４０５サブウ
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ィンドウ表示手段により３０２，３０３，３０４の各サブウィンドウが表示される。
【００３６】
　その際、４０７サブウィンドウ位置情報書き込み手段によりメモリ内の４０２サブウィ
ンドウ位置情報に初期値が書き込まれる。
【００３７】
　この時点でのメモリの状態を示したものが図１２で、図１０の新規ドキュメント作成時
のメモリの状態を示したものである。
【００３８】
　図１２において、サブウィンドウ位置情報に図１０の３０２，３０３，３０４各サブウ
ィンドウの左上位置情報がそれぞれ、（ｘ，ｙ）＝（３００，７００）、（７００，５０
０）、（７００，２００）と記述されている。
【００３９】
　さらに、文字入力手段４２０でページ上部に文字を入力し、サブウィンドウ移動手段４
０６により文字設定サブウィンドウ３０２がページ上部付近に移動される。
【００４０】
　この時点でのメモリの状態を示したものが図１３で、図１１のドキュメント編集状態で
のメモリの状態を示したものである。
【００４１】
　図１３において、サブウィンドウ位置情報に図１１の３０２，３０３，３０４の各サブ
ウィンドウの左上位置情報がそれぞれ、（ｘ，ｙ）＝（２００，５０）、（７００，５０
０）、（７００，２００）と記述されている。
【００４２】
　次に、ドキュメントファイル書き込み手段４０８により編集中のドキュメントを外部メ
モリのファイルに保存し、さらにサブウィンドウ位置情報ファイル書き込み手段４０９に
よりメモリ上のサブウィンドウ位置情報をこのファイルに格納する。
【００４３】
　この保存されたファイルをドキュメントＣと呼ぶこととする。
【００４４】
　図１４は、ドキュメントＣが外部メモリに保存された状態を示すものである。
【００４５】
　次に、図１０で示す新規ドキュメントの状態から、ページ上部に図形を入力し色変更を
行なうのに操作しやすくするため、色設定のサブウィンドウ３０３を図形の近くに移動さ
せたとする。
【００４６】
　図１５は、上記のように色設定サブウィンドウをページ上部に移動させた状態の画面を
示すものである。
【００４７】
　図１０の編集状態から図１５の編集状態になるときの処理の流れは、前記、図１０から
図１１の編集状態になるときの処理の流れと同様である。
【００４８】
　図１５のドキュメント編集状態でのメモリの状態を示したものが図１６である。
【００４９】
　図１６において、サブウィンドウ位置情報に図１５の３０２，３０３，３０４各サブウ
ィンドウの左上位置情報がそれぞれ、（ｘ，ｙ）＝（３００，７００）、（２００，２０
）、（７００，２００）と記述されている。
【００５０】
　ここで、前記ドキュメントＣを４１０ドキュメントファイル読み込み手段により読み込
み４０１編集中ドキュメントをドキュメントＣの内容に書き換える。
【００５１】
　さらに、４１１サブウィンドウ位置情報読み込み手段により、ドキュメントＣファイル
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内に書き込まれているサブウィンドウ位置情報を読み取ってメモリ上の４０２サブウィン
ドウ位置情報を書き換える。
【００５２】
　その結果、メモリの状態が、図１６の状態から図１３の状態になり、４０５サブウィン
ドウ表示手段がメモリ上の更新されたサブウィンドウ位置情報に基づいてサブウィンドウ
を画面上に表示しなおす。
【００５３】
　そのことにより、画面は図１１の状態となり、３０２，３０３，３０４の各サブウィン
ドウが、ドキュメントＣが保存されたときの位置に復元される。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の実施例１を表すアプリケーションソフトの画面全体を示す図である。
【図２】素材画像が一時保管用表示領域に表示された状態を示した図である。
【図３】ドキュメントのサンプルとしてテンプレート一覧があり、それを一時保管用表示
領域に登録した状態を示した図である。
【図４】編集中のドキュメントと一時保管領域とその情報がメモリ上に配置されている状
態を示した図である。
【図５】ドキュメントＡを編集しているときのメモリの状態を示すものである。
【図６】ドキュメントＢを編集しているときのメモリの状態を示すものである。
【図７】ドキュメントＡを編集しているときの画面状態を示すものである。
【図８】ドキュメントＢを編集しているときの画面状態を示すものである。
【図９】本発明の実施例２を示す構成図である。
【図１０】新規にドキュメントを作成した際の画面状態を示す図である。
【図１１】文字属性の設定サブウィンドウをページ上部に移動させた状態の画面を示す図
である。
【図１２】図１０の新規ドキュメント作成時のメモリの状態を示した図である。
【図１３】図１１のドキュメント編集状態でのメモリの状態を示した図である。
【図１４】ドキュメントＣが外部メモリに保存された状態を示す図である。
【図１５】色設定サブウィンドウをページ上部に移動させた状態の画面を示す図である。
【図１６】図１５のドキュメント編集状態でのメモリの状態を示した図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１０１　編集中のドキュメント表示領域
　１０２　素材一覧の表示領域
　１０３　一時保管用表示領域
　１０４　一時保管用表示領域への登録ボタン
　１０５　テンプレート一覧の表示領域
　２０１　編集中ドキュメントのメモリ上領域
　２０２　一時保管用素材のファイルパス情報
　２０３　一時保管用テンプレートのファイルパス情報
　２０４　２０２のパスが指す素材画像ファイル
　２０５　２０３のパスが指すテンプレートファイル
　２０６　ドキュメントが保存されたファイル
　４０１　編集中ドキュメントのメモリ上格納領域
　４０２　サブウィンドウ位置情報のメモリ上格納領域
　４０３　外部メモリ上のドキュメントファイル
　４０４　ドキュメント表示手段
　４０５　サブウィンドウ表示手段
　４０６　サブウィンドウ移動手段
　４０７　サブウィンドウ位置情報書き込み手段
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　４０８　ドキュメントファイル書き込み手段
　４０９　サブウィンドウ位置情報ファイル書き込み手段
　４１０　ドキュメントファイル読み込み手段
　４１１　サブウィンドウ位置情報読み込み手段
　４２０　文字入力手段
　４２１　文字属性設定手段
　４２２　図形作成手段
　４２３　色設定
　３０１　ドキュメント編集用ウィンドウ
　３０２　文字属性の設定機能群を表示するサブウィンドウ
　３０３　色設定の機能群を表すサブウィンドウ
　３０４　その他の機能群を表すサブウィンドウ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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